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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
 本研究の目的は、研究代表者により提唱された「ビデオ・マススコープ」、すなわち、ビデオ顕微

鏡下で細胞を観察しながら、必要な瞬間に１細胞を捕捉し、その成分を超高感度に質量分析により

解析する新しい方法論を確立することにある。研究代表者らは既に、１細胞内のオルガネラの分子

成分を 10 分間以内に検出できる方法論を確立している。また、さまざまな応用研究を展開し、興

味深い成果を挙げている。研究代表者の独創的で優れた発想が、長年の努力により国際的に華々し

い成果を挙げるまでに発展したことは高く評価できる。医薬品開発など応用面でも当初の期待以上

の成果を挙げているが、新しい質量分析装置の開発を中心とした基盤技術の確立も大切であり、積

極的に進めてほしい。 
 


